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（
法
務
委
員
会
）

不
動
産
登
記
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三
四
号

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

）

、

、

、

、

本
法
律
案
は

土
地
の
筆
界
の
迅
速
か
つ
適
正
な
特
定
を
図
り

筆
界
を
め
ぐ
る
紛
争
の
解
決
に
資
す
る
た
め

登
記
官
が

土
地
の
所
有
権
登
記
名
義
人
等
の
申
請
に
よ
り
、
筆
界
調
査
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え
て
土
地
の
筆
界
を
特
定
す
る
制
度
を
創
設

す
る
ほ
か
、
司
法
書
士
及
び
土
地
家
屋
調
査
士
の
業
務
に
つ
い
て
筆
界
の
特
定
に
つ
い
て
の
手
続
の
代
理
及
び
民
間
紛
争
解
決

手
続
の
代
理
に
関
す
る
規
定
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一

不
動
産
登
記
法
の
一
部
改
正

一
、
土
地
の
筆
界
の
特
定
は
、
筆
界
特
定
登
記
官
が
、
土
地
の
所
有
権
の
登
記
名
義
人
等
の
申
請
に
よ
り
、
筆
界
調
査
委
員

の
意
見
を
踏
ま
え
て
行
う
。

二
、
筆
界
調
査
委
員
は
、
筆
界
の
特
定
に
関
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
外
部
専
門
家
の
う
ち
か
ら
、
法
務
局
長
が
任
命
し
、

事
件
ご
と
に
指
定
す
る
。

三
、
筆
界
特
定
の
手
続
に
お
い
て
、
対
象
と
な
る
土
地
の
所
有
権
登
記
名
義
人
等
に
は
、
意
見
を
述
べ
、
資
料
を
提
出
す
る

機
会
が
与
え
ら
れ
る
。
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四
、
筆
界
特
定
の
手
続
の
記
録
は
、
登
記
所
に
お
い
て
公
開
す
る
。

第
二

司
法
書
士
法
の
一
部
改
正

一
、
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
訴
訟
手
続
に
つ
い
て
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
司
法
書
士
は
、
自
ら
代
理
人
と
し
て
関
与
し
て

い
る
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
事
件
の
上
訴
の
提
起
を
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
一
の
司
法
書
士
は
、
紛
争
の
目
的
の
価
額
が
百
四
十
万
円
を
超
え
な
い
民
事
紛
争
の
仲
裁
手
続
に
つ
い
て
代
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

三
、
一
の
司
法
書
士
は
、
筆
界
特
定
の
対
象
と
な
る
土
地
の
価
額
に
基
づ
き
法
務
省
令
で
算
定
す
る
額
が
百
四
十
万
円
を
超

え
な
い
と
き
は
、
筆
界
特
定
の
手
続
に
つ
い
て
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三

土
地
家
屋
調
査
士
法
の
一
部
改
正

一
、
土
地
家
屋
調
査
士
は
、
筆
界
特
定
の
手
続
に
つ
い
て
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
所
定
の
研
修
の
課
程
を
修
了
し
、
か
つ
、
法
務
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
土
地
家
屋
調
査
士
は
、
筆
界
が
明
ら
か
で
な
い

こ
と
を
原
因
と
す
る
民
事
紛
争
に
係
る
民
間
紛
争
解
決
手
続
で
あ
っ
て
法
務
大
臣
が
指
定
す
る
団
体
が
行
う
も
の
に
つ
い

て
、
弁
護
士
と
の
共
同
受
任
を
条
件
と
し
て
、
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
四

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。


